
新潟県内における「見える化ツール」
を用いた広域的な分析の実施等

１．都市の課題を見える化
２．地価の変動を見える化
３．市町村への周知啓発の実施

新潟県 都市整備課
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１.都市の課題を見える化
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『現状と課題』
現在の駅出入口は駅舎が所在する東側のみだが、駅舎は既に築半世紀を越えて老朽化が進み、駅前広

場は面積が狭小なうえに歩道と車道の区分が明確でないため、車両や歩行者の動線が錯綜するなどの問
題点を抱えている。また近年は区画整理事業で、駅西側で都市基盤整備が進捗している点、さらには現
在駅前に所在するJA新潟県厚生連村上総合病院の、施設老朽化に伴う駅西側への移転計画などを踏まえ、

村上市では駅西側居住者の利便性改善や市街地の回遊性向上などを目的として、東西自由通路や駅前再
整備について検討がされている。

村上総合病院

病院移転予定地

【新潟県村上市における事例】
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昼間人口販売額分布

販売額分布、昼間人口で駅の東西で大きな違いが見られた。
ともに駅東側に集中していることがわかった。

【新潟県村上市における事例】

駅の東西で、どのような違いがあるのか「都市構造可視化サイト」を
もちいて検証を行った。

１.都市の課題を見える化

今後、駅西側に病院が移転することで、東側住民の利用が不便
となることが推測される。東西自由通路の早期整備が望まれる。





5都市再生自治体等交流会議i-

〇若者居住人口の経年変化で見附市と加茂市を比較
2,000年の国勢調査では、加茂市で若者の居住人口を示す赤

い棒グラフが多くみられるが、2,010年の国勢調査では赤い棒グラ
フが消滅している。

一方、見附市では、2,000年から2,010年で若者の居住人口の
大きい変化は見られない。

若者の居住地の変化 見附市-加茂市 2,000年国勢調査 若者の居住地の変化 見附市-加茂市 2,010年国勢調査

加茂市 加茂市

見附市見附市

２.地価の変動を見える化
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販売額分布 見附市-加茂市 2,002年 販売額分布 見附市-加茂市 2,014年

〇販売額分布の経年変化で見附市と加茂市を比較
2,002年から2,014年にかけて、加茂市は、販売額を示す棒グラ

フの減少が見られる。
一方、見附市では2,002年から2,014年にかけて、販売額が増

加している。

加茂市

見附市

加茂市

見附市

２.地価の変動を見える化
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〇新潟県柏崎市への周知啓発
柏崎市は、立地適正化計画の作成を検討しており、市役所の駅

前移転等、柏崎駅前を中心としたコンパクトなまちづくりを考えてい
る。立地適正化計画の参考になるよう、「都市構造可視化サイト」
について情報提供を行った。

３.市町村への周知啓発の実施

ウェブサイトを用いて使い方を説明ツールの概要がわかる資料を作成し配布
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